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学
園
だ
よ
り

昭
和
三
十
六
年
度
演
奏
旅
行

　
年
度
始
め
よ
り
計
画
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
本
年
度
の
演
奏
旅
行
は

四
国
一
週
八
回
公
演
の
旅
で
あ
っ
た
。
柴
田
睦
陸
、
伊
藤
京
子
両
氏
も
全

行
程
に
同
行
、
学
生
六
十
五
名
が
参
加
、
各
会
場
共
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ

ン
に
う
づ
め
ら
れ
、
主
催
地
の
官
庁
、
新
聞
社
、
労
音
等
に
意
外
の
歓
迎

を
受
け
つ
つ
無
事
そ
の
目
的
を
達
し
得
た
事
は
何
よ
り
で
あ
っ
た
。
今
回

の
演
奏
旅
行
は
八
回
公
演
中
学
生
対
象
が
三
回
、
地
方
芸
術
祭
参
加
が
二

箇
所
、
松
山
、
徳
島
で
は
特
に
相
愛
女
子
大
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
地
元
の

御
濡
場
を
得
た
事
を
感
謝
し
た
い
。
尚
片
岡
み
ど
り
教
授
は
高
知
、
徳

島
、
東
儀
祐
二
助
教
授
は
徳
島
に
出
演
し
た
。

日
程
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

十
一
月
十
六
日
（
夜
）
於
高
松
市
民
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
催
香
川
二
期
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
援
香
川
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
　
　
H
　
　
K
　
　
支
　
　
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
R
　
　
　
・
　
　
N
　
　
　
。
　
　
C

　
十
七
日
　
午
前
　
於
高
松
女
子
高
校
ホ
ー
ル
（
学
生
対
象
）

　
　
〃
　
　
夜
　
　
於
善
通
寺
中
央
小
学
校
講
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
催
西
香
川
労
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
援
　
善
通
寺
市
教
育
委
員
会

　
　
　
昭
和
三
十
六
年
度
演
奏
旅
行
　
　
第
二
回
宗
教
音
楽
研
修
会

十
八
日

　
〃

十
九
日

二
＋
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
四
国
学
院
短
大
学
．
生
会

午
後
　
於
松
山
済
美
館
（
学
生
対
象
）

夜
　
　
於
松
山
済
美
館

　
　
　
　
　
主
催
え
ひ
め
女
性
通
信

　
　
　
　
　
後
援
愛
　
　
媛
　
　
新
　
　
聞
　
　
社

　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
海
　
　
放
　
　
送

　
　
　
　
　
　
　
　
愛
媛
県
教
育
委
員
会

夜
於
高
知
中
央
値
民
館

　
　
　
　
　
主
催
　
高
知
県
芸
術
祭
執
行
委
員
会

　
　
　
　
　
後
援
高
知
新
聞
社
其
の
他

午
后
　
於
小
松
島
高
校
講
堂
（
学
生
対
象
）

夜
　
　
於
徳
島
市
民
会
館

　
　
　
　
　
主
催
徳
島
県
高
校
音
楽
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
徳
島
文
化
会
館
建
設
同
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
徳
　
　
島
　
　
労
　
　
音

　
　
　
　
　
　
　
　
徳
島
相
愛
学
園
後
援
会

　
　
　
　
　
後
援
徳
島
県
、
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
徳
　
　
島
　
　
新
　
　
聞
　
　
社

第
二
回
宗
教
音
楽
研
修
会

　
斯
界
の
要
望
に
答
え
て
昨
年
に
引
き
続
き
第
二
回
宗
教
音
楽
研
修
会
が

八
月
一
日
よ
り
六
日
迄
本
学
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
主
な
る
講
師
と
内
容

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
一
一



図
書
館
読
書
会

一、

圏
m
音
楽
と
仏
教
音
楽

一、

逕
q
と
音
楽

一、

M
楽
と
仏
教
音
楽

一、

ｺ
明
文
献
紹
介

一、

蛹
ｴ
声
明
の
研
究

一、

ｧ
教
音
楽
の
作
品
研
究

一、

ｧ
教
聖
歌
の
研
究
と
実
習

一、

I
ル
ガ
ン
研
究

　
　
　
東
京
大
学

　
　
　
立
教
大
学

お
茶
の
水
女
子
大
学

　
　
　
関
西
大
学

京
都
市
立
音
楽
短
大

　
　
　
本
学
学
部
長

　
　
　
本
学
助
教
授

　
　
　
同
　
　
講
師

　
　
　
本
学
助
教
授

　
　
　
同

製大山片平吉皆岸
川橋田岡野川川辺
三　 耕義健英達成
郎博搾道次史夫雄

馬
淵
卯
三
郎

水
谷
　
　
堅

　
尚
八
月
五
日
夜
に
は
仏
教
音
楽
を
中
心
と
し
た
演
奏
会
を
開
き
多
大
の

感
銘
を
与
え
た
。

　
一
、
独
唱
と
合
唱
　
本
学
学
生
　
　
指
揮
　
品
川
三
郎

　
二
、
壬
生
大
念
仏
狂
言

　
三
、
相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
　
　
　
　
　
指
揮
　
　
東
　
儀
　
祐
　
二

　
八
月
六
日
最
終
日
に
は
「
音
楽
法
要
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
討
論
会
を
各

講
師
を
中
心
に
岸
辺
成
雄
氏
を
座
長
と
し
て
行
わ
れ
た
。
会
員
よ
り
活
溌

な
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
将
来
へ
の
大
き
な
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
。
（
仲
記
）

相
愛
学
園
図
書
館
読
書
会
（
第
二
＋
二
回
目

　
八
月
二
十
六
、
七
日
の
両
日
に
か
け
て
一
泊
。
大
津
市
坂
本
日
吉
会
館

に
て
第
二
十
二
回
相
愛
読
書
会
を
開
催
し
た
。

夏
期
休
暇
に
行
う
読
書
会
は
卒
業
生
を
も
対
象
と
し
た
対
外
活
動
と
し

て
七
、
八
年
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
為
、
出
席
者
も
四
十
一
名
の
う

一
＝
一

ち
二
十
三
名
ま
で
が
卒
業
生
で
、
過
半
数
を
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
暑
い
盛
り
の
三
時
過
ぎ
、
日
吉
会
館
に
到
着
、
お
風
呂
で
汗
を
流
し
、

琵
琶
湖
の
面
を
渡
っ
て
来
る
涼
風
に
胸
を
開
き
な
が
ら
、
蠣
の
声
な
ど
聞

い
て
い
る
う
ち
に
、
は
や
五
時
近
く
な
る
。

　
メ
ン
バ
ー
も
す
っ
か
り
揃
っ
た
の
で
五
時
か
つ
き
り
本
題
の
対
論
に
入

っ
た
。

　
今
回
は
現
代
教
養
文
庫
剛
一
八
よ
り
木
村
健
康
著
「
青
年
期
の
苦
し
い

幸
福
」
を
抜
粋
し
て
テ
キ
ス
ト
に
す
る
。

　
最
初
、
荒
井
教
授
が
内
容
に
つ
い
て
の
解
説
を
さ
れ
た
。
　
「
青
年
に
は

二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
自
信
型
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
自

信
喪
失
型
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
分
類
の
み
で
青
年
を
割
り
切
っ
て
し
ま

う
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
同
｛
人
で
も
、
あ
る
時
は
自
信
型
に
見
え
、
且

つ
叉
あ
る
時
は
自
信
喪
失
型
に
見
え
る
。
だ
か
ら
真
相
を
言
う
な
れ
ば
、

両
要
素
を
持
つ
混
合
型
で
あ
る
。
青
年
の
心
の
申
に
は
常
時
、
自
信
と
絶

望
、
昂
揚
と
沈
滞
、
歓
喜
と
悲
哀
の
波
が
去
来
し
て
青
年
の
生
活
の
リ
ズ

ム
を
作
り
出
し
て
い
る
。
そ
の
為
に
生
活
は
変
化
的
動
揺
で
あ
る
。
こ
の

動
揺
の
根
源
は
青
年
の
生
活
が
ま
だ
「
形
な
き
生
活
」
で
あ
る
か
ら
だ
。

形
の
な
い
状
態
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
形
を
作
り
、
次
に
よ
り
完
全
な
形
に
向

上
き
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
「
青
年
期
に
自
信
を
失
っ
て
は
何
事
も
伸
し
て
行
く
こ
と
は
出
来
な
い
。

自
信
を
持
つ
事
は
重
要
で
あ
り
、
正
し
い
意
味
で
は
自
信
を
強
め
る
こ
と

で
あ
る
」
。
　
と
対
論
の
糸
口
を
与
え
ら
れ
る
と
、
途
端
に
各
自
が
面
白
い

自
己
分
析
を
行
い
、
止
る
処
を
知
ら
な
い
程
の
活
気
を
呈
し
た
。
中
で

も
田
中
教
授
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
間
の
手
が
会
の
雰
囲
気
を
一
段
と
盛
り
あ



げ
、
一
同
笑
い
の
止
ま
ら
な
か
っ
た
事
で
あ
る
。
二
十
二
教
授
は
力
道
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
へ

の
自
信
に
み
ち
た
勝
負
師
の
根
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
高
校
の
申
野
先
生

は
現
代
青
年
の
心
理
に
つ
い
て
私
達
の
興
味
を
引
く
よ
う
な
寓
話
を
さ
れ

た
。
一
人
川
喜
多
先
生
は
女
性
の
立
場
か
ら
、
妻
と
し
て
夫
に
対
す
る
強

い
自
信
を
御
自
分
の
経
験
か
ら
話
さ
れ
る
。

　
六
時
半
、
一
応
会
を
閉
じ
て
琵
琶
湖
の
川
魚
料
理
に
舌
つ
づ
み
を
打

つ
。

　
夕
食
後
は
大
宮
橋
の
近
く
に
聾
ゆ
る
巨
大
な
杉
の
梢
に
薄
々
と
輝
く
月

を
仰
ぎ
な
が
ら
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
ん
で
歌
合
戦
や
福
引
き
の
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
興
じ
た
。

　
翌
朝
は
七
時
に
起
床
。
山
間
の
澄
ん
だ
空
気
と
緑
一
色
で
調
和
さ
れ
た

参
道
を
案
内
さ
れ
て
山
王
総
本
宮
に
参
拝
し
た
。
緑
の
中
に
檜
皮
葺
の
山

王
造
り
の
朱
が
朝
日
を
浴
び
て
、
ひ
と
き
わ
鮮
か
で
あ
っ
た
。

　
朝
食
を
済
ま
せ
て
九
時
よ
り
昨
日
の
読
書
会
の
延
長
戦
を
開
始
、
荒
井

教
授
の
留
学
当
時
に
於
け
る
青
年
期
の
自
信
と
抱
負
に
つ
い
て
の
お
話
を

お
聞
き
な
ど
し
て
久
々
に
厚
味
の
あ
る
時
を
過
ご
し
た
。

　
午
前
十
一
時
読
書
会
は
散
会
。
正
午
よ
り
有
志
に
よ
る
教
育
懇
談
会
を

開
く
。
四
月
か
ら
各
自
が
研
究
し
た
デ
ー
タ
ー
を
持
ち
よ
っ
て
発
表
し
合

い
、
次
会
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
の
簡
単
な
打
合
せ
を
済
ま
せ
て
三
時
半

に
閉
会
し
た
。

　
琵
琶
湖
に
下
り
る
者
、
比
叡
山
に
登
る
者
な
ど
と
自
由
行
動
を
取
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
田
記
）

相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第
三
回
定
期
演
奏
会

　
昭
和
三
十
一
年
秋
に
発
足
し
た
本
学
園
オ
ー
ケ
ス
ト
も
す
で
に
五
年
の

歳
月
を
閲
し
た
が
、
三
十
六
年
度
の
定
期
演
奏
会
、
A
B
C
室
内
楽
鑑
賞

会
誌
十
一
面
例
会
と
し
て
、

　
十
一
月
二
十
八
日
（
火
）
午
後
六
時
半
　
朝
日
会
館
に
お
い
て
朝
日
放

送
の
後
援
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
揮
　
斎
藤
秀
雄
　
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
瓦
祐
二
助
教
授

　
　
　
　
B
組
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
ハ
イ
ド
ン
　
　
　
　
「
玩
具
交
響
曲
」

　
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
　
　
「
楽
興
の
時
」

　
パ
デ
レ
フ
ス
キ
ー
　
　
「
メ
ヌ
エ
ッ
ト
」

　
　
　
　
A
組
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
ビ
バ
ル
デ
ィ
「
夏
（
「
四
季
」
よ
り
）
」
　
（
V
田
淵
彰
、
恥
岩
崎
洗
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
R
大
垣
内
み
ど
り
）

　
バ
ッ
ハ
　
　
　
　
「
シ
ャ
コ
ン
ヌ
」

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
「
美
し
く
青
き
ド
ー
ナ
ウ
」

　
（
な
お
、
右
の
曲
目
中
、
ビ
バ
ル
デ
ィ
と
バ
ッ
ハ
は
十
二
月
二
十
一
日

　
（
木
）
の
夜
、
朝
日
放
送
か
ら
録
音
に
よ
っ
て
放
送
さ
れ
た
。
）

相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第
三
回
定
期
演
奏
会

コ
三



第
七
回
　
公
開
講
座
　
　
図
書
館
棚
だ
よ
り

第
七
回
　
公
開
講
座

　　十

　　月
題二二
　　十
目師七
　　日

（
月
）

午
后
三
時
よ
り
本
学
講
堂
に
お
い
て

斉
藤
　
秀
　
雄
　
教
　
授

「
演
奏
解
釈
に
つ
い
て
」

図
書
館
棚
だ
よ
り

般
教
育
関
係

大
日
本
近
世
資
料
第
一
二
・
ニ
ニ
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
（
昭
三
六
）

大
日
本
史
料
第
五
五
回
・
五
六
回
・
五
七
回
　
〃
　
　
（
昭
三
六
）

大
日
本
資
料
　
　
　
　
　
　
第
六
編
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
（
昭
一
二
六
）

群
書
解
題
　
　
　
　
第
一
九
巻
一
〇
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
群
書
類
従
完
成
会
編
（
昭
三
六
）

親
鶯
聖
人
全
集
　
　
　
　
一
教
行
信
証
②
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
署
聖
人
全
集
編
集
同
人
編
（
昭
三
六
）

驚
大
蔵
経
篁
五
・
五
二
・
五
七
・
七
三
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
（
昭
三
六
）

出
版
年
鑑
　
　
　
【
九
六
一
年
版
　
　
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
（
昭
三
六
）

明
治
文
化
資
料
叢
書
　
　
第
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
文
化
資
料
叢
書
刊
行
会
（
昭
三
六
）

縣
存
臓
呆
文
化
史
（
江
戸
時
代
）
辻
善
之
助
著
（
昭
三
五
）

近
代
中
国
研
究
　
　
　
　
　
　
近
代
中
国
研
究
委
員
会
編

一
一
四

新
装
保
存
版
日
本
文
化
史
（
明
治
時
代
）
辻

近
代
中
国
研
究
　
一
～
三
輯

士
族
と
士
族
意
識

日
本
武
士
道
詳
論

ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
（
五
冊
）

十
七
世
紀
の
思
想
的
風
土

フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
研
究

ア
ナ
ク
シ
マ
ン
ド
ロ
ス
の
言
葉

愛
の
ロ
ゴ
ス
と
パ
ト
ス

ル
ソ
ー
研
究

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
小
伝

国
家
の
神
話

行
動
の
機
構

明
治
哲
学
史
研
究

民
法
講
話
　
夫
婦
・
親
子

新
し
い
愛
国
心

世
界
に
伸
び
ゆ
く
日
本

日
本
新
聞
百
年
史

親
鶯
聖
人
の
教
学
と
伝
記

仏
教
学
関
係

　
　
　
善
之
助
　
著
（
昭
三
六
）

中
国
研
究
委
員
会
編
（
昭
三
四
）

福
地
重
孝

磯
野
　
　
清

山
内
得
立

深
瀬
基
寛

松
平
斉
光

著著著旧著

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー

田
中
　
　
和
夫
訳

　　白D宮E　　　井M
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

騨井籍響震爵

書信　ツ　1　ウ武彦シ
助一常プ雄ラ　リ夫1
　　　著　1長1　　羅
著旧訳訳字訳　編訳

雑
誌
論
文
分
類
目
録 毎

日
新
聞
社
学
芸
学
部

世
界
知
識
普
及
会
編

日
本
新
聞
連
盟

真
宗
連
合
学
会
編

　
　
竜
神
大
学
図
書
館

　　 　　　　　　　　　
昭昭昭昭昭昭
二三三五六一鴫
）　 ）　）　）　）　）

（
昭
三
二
）

（
昭
三
二
）

（
昭
三
三
）

（
昭
三
五
）

　　　　　　　　 　　　　 　　 　
昭昭昭昭昭昭昭昭

六六六六六四四二）　）　）　）　）　）　）　 ）



国
丈
科
関
係

　
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
全
集
　
m
四
巻
　
福
田
　
恒
存
　
訳
　
　
　
（
昭
三
六
）

　
未
刊
国
文
資
料
1
1
平
家
物
語
②
1
高
橋
　
貞
一
　
編
　
　
（
昭
三
六
）

　
近
代
文
学
研
究
叢
書
　
一
七
巻
　
人
見
　
円
吉
　
著
　
　
　
（
昭
三
六
）

　
万
　
葉
　
集
　
注
釈
　
　
九
巻
　
沢
鴻
　
久
孝
　
著
　
　
（
昭
三
六
）

　
国
　
宝
　
事
　
典
　
　
　
　
文
化
財
保
護
委
員
会
編
　
　
（
昭
三
六
）

音
楽
関
係

　
切
一
2
β
㊤
昌
子
等
5
0
0
一
犀
ピ
O
図
一
犀
O
ロ
・
　
≦
帥
一
一
び
P
一
α
O
β
ユ
一
＃
●
　
O
●
μ
り
O
一
●

　
ω
爵
興
．
ω
b
ロ
一
〇
σ
q
鎚
℃
匡
8
一
∪
一
〇
訟
8
p
目
団
o
h
竃
島
一
8
口
ω
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
一
8
「
9
ω
ω
一
〇
巳
目
ω
犀
ざ
　
ρ
H
O
㎝
Q
。

　
言
．
O
●
ρ
（
U
δ
冒
葛
貯
首
O
霧
。
置
。
算
。
琶
匹
O
o
o
q
昌
≦
誘
け
）

　
切
9
昌
山
・
①
．
8
Q
◎
・
㊤
・
　
　
　
　
　
　
　
　
悶
ユ
α
ユ
。
げ
切
一
鎧
日
。
。
　
O
．
μ
O
切
S

家
政
科
関
係

冷
凍
の
原
理
と
其
応
用
　
　
　
　
長
岡

食
品
冷
凍
の
理
論
と
応
用
上
・
下
加
藤

缶
詰
の
製
造
　
　
　
　
　
　
　
谷
川

食
品
の
生
産
加
工
貯
蔵
　
　
　
　
井
上

栄
　
　
　
養
　
　
　
　
　
　
　
島

化
学
大
辞
典
　
　
六
巻

初
等
家
庭
機
械
工
学
　
　
　
　
吉
田

　
　
　
図
書
館
棚
だ
よ
り

化
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
（
昭
三
六
）

　編薗憲英舜順
元集順政一郎吉
　委
著員旧著一著著

（
昭
一
二
六
）

（
昭
三
五
）

（
昭
一
二
六
）

（
昭
三
五
）

（
昭
三
五
）

　
日
冨
田
8
9
ヨ
♂
げ
曼
o
h
芸
o
1
琴
一
〇
一
〇
臣
9
房
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
累
畠
∪
ρ
ぐ
宣
ω
o
ロ
．
　
ρ
ぢ
8
・

　
＝
℃
置
o
O
一
日
冨
け
蔓
∪
8
巴
，
　
　
一
．
三
碧
塾
雪
・
　
ρ
お
8
．

　
ζ
℃
乙
。
言
。
冨
げ
9
一
ω
目
●
　
　
　
　
宍
8
「
巴
　
国
0
9
●
ρ
H
8
9

　
二
二
葺
津
o
o
ロ
山
国
ぐ
妻
戸
p
鉱
。
昌
。
囲
司
o
o
畠
憎
『
0
8
ω
ω
言
α
q
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
O
げ
①
噌
げ
ロ
D
●
国
9
「
二
〇
〇
。
　
O
●
H
O
①
9

教
職
関
係

　
新
制
大
学
設
置
認
可
申
請
及
審
査
関
係
書
類
謄
写
刷
一
括

　
日
教
組
十
年
更
　
　
　
　
　
　
　
日
本
教
職
員
組
合
編
（
昭
三
三
）

　
教
科
書
の
歴
史
　
　
　
　
　
　
　
唐
沢
　
富
太
郎
　
著
　
　
（
昭
三
五
）

　
我
が
国
に
於
け
る
児
童
観
の
発
達
石
川
　
　
　
謙
　
著
　
　
（
昭
二
四
）

　
デ
ザ
イ
ン
教
育
（
小
学
校
叫
・
一
【
年
、
五
・
六
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
田
　
三
郎
他
編
　
　
（
昭
三
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
三
六
年
咽
○
月
二
〇
日
現
在
）

　
　
消
　
　
息

○
田
中
万
美
子
助
手
リ
サ
イ
タ
ル
　
五
月
三
十
日
　
於
産
経
会
館

○
徳
末
悦
子
教
授
リ
サ
イ
タ
ル
　
十
二
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
日
立
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
ホ
ー
ル

○
真
理
の
服
装
（
第
四
版
　
三
十
七
年
一
月
）

　
　
山
本
登
美
子
著

　
　
　
　
印
刷
　
新
謄
社

＝
五


